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愛南トピックス

今月の谷口町長

あいなん歳時記
「愛南大漁まつり 2008」
御荘湾立て干し網

かつおフェア

愛媛大学南予水産
研究センターから
「こんにちは」

真に必要とされる
消防団をめざして !

町政フラッシュ

笑顔いっぱい！
愛なんっこ

愛南こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

愛は南から

目次愛南
トピッ

クス
2～

3

4～

6～

10～

21

22～

今月号から、より読みやすく
親しんでいただくために、文
字を大きくしました。

5/4

5/14
武者泊で渡船業

をされている浦

川浩
こ う じ

二さんが、
約 30 種類、数

百本のバラを育

てられていま

す。写真は、見

ごろを迎えたバ

ラを背にした娘

さんの真
ま こ

子さん

です。

愛媛大学南予水産研究センターの見学に訪れた愛媛大学 3回生、32 名が、鹿島で実施される「サ

ンセットクルーズ &ほたるウォッチング」を前に、海岸に漂着したごみの回収作業を行いました。

4/21

28

4/27

8～

12～

24～

26～

物産販売所フレッシュ一本松で、26・27 日の 2日間「11 周年記念イベ

ント」が行われ、賑やかに餅まきなどが行われていました。

5/12

梁
や な せ

瀬道
み ち よ

代さん

が、DE・ あ・

い・21 で「 梁

瀬道
み ち よ

代 12 年の

歩み展」(5/1 ～

12) を開催され

ましたが、その

中の「どろんこ

サッカー」を題

材にした作品を

愛南町に寄贈さ

れました。

表紙の写真コメント

親子で潮干狩りを

楽しむ「愛南大漁まつり

2008」の様子です。
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　4月は、大規模災害時
等に的確な業務遂行を行
う「BCP( 業務遂行計画 )
トップセミナー」(21 日、
松山市 )、愛媛県人権対
策協議会定期大会 (25日、
松山市 )、青パト子ども安
全パトロール出発式 (27
日 )、町村会全員連絡会・
愛媛県5役との懇談会(30
日、松山市 ) 等に出席し
ました。
　5月は、人権対策協議
会支部会 (1 日 )、南宇和
郡教育研究大会 (2 日 )、
愛媛県人権教育協議会定
期総会 (7 日、松山市 )、
一本松地域地区域別懇談
会 (7・8・9 日 )、町 PTA
連合会総会 (9 日 )、町連
合婦人会総会 (10 日 ) 等
に出席しました。
　皆さんも、新聞等でご
承知のとおり、大阪市に
本社を置く「隆祥産業株
式会社」が旧松下寿一本
松工場跡地 ( 広見地区 )
を正式に取得され、また、
キャスコ株式会社の所有
地 ( 満倉地区 ) に「愛南
コールセンター」が開設
されることになりました。
この喜ばしい出来事を、
住民の皆様にお知らせが
できることをとても嬉し
く思っています。
　今後は、一日も早い本
格的な操業を期待しなが
ら、町としても、優遇制
度の活用を始め、積極的
な支援を行っていきたい
と考えています。

今月の谷口町長は・・

今年の「アケボノツツジ」は、木による開花の違いや天候にも恵まれ、

長い期間 (4/25 ～ 5/6)、愛らしい花びらを楽しむことができました。

4/30

柏地区自治会

で、毎年実施さ

れている「お田

植え祭り」(20

回目 ) に参加し

た柏小学校の 4

年から 6年の女

子児童の皆さん

です。早乙女姿

がまぶしいです

ね。

5/13

御荘 B&G 海洋センターで、海洋クラブ員を対象にしたカヌーの転覆時

の対応訓練が行われました。

4/27

「第 13 回あまなつコンサート」で、華麗な舞いや合唱を披露してくれ

た「フラメンコ・ボニータ」町少年少女合唱団の皆さんです。

4/26

今号
の

注目記
事
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「
愛
南
大
漁
ま
つ
り
2
0
0
8
」

「
御
荘
湾
立
て
干
し
網
」
と
「
か
つ
お
フ
ェ
ア
」
が
ド
ッ
キ
ン
グ
！

愛
な
ん
歳
時
記

5/
　4
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「
御
荘
湾
立
て
干
し
網
」
と
「
か
つ
お
フ
ェ
ア
」
が

ド
ッ
キ
ン
グ
し
て
3
回
目
と
な
る
「
愛
南
大
漁
ま
つ
り

2
0
0
8
」
を
御
荘
湾
片
の
浜
周
辺
で
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
県
内
外
か
ら
約
2
5,
0
0
0
名
の

家
族
連
れ
が
訪
れ
、
賑
わ
い
ま
し
た
。
「
御
荘
湾
立
て
干

し
網
」
は
、
片
の
浜
の
両
岸
間
約
7
0
0
m
を
網
で
仕
切

り
、
引
き
潮
で
逃
げ
場
を
失
っ
た
魚
を
網
や
手
づ
か
み
で

獲
る
と
い
う
、
明
治
時
代
か
ら
本
町
に
伝
わ
る
伝
統
的
な

漁
法
を
、
地
域
活
性
化
を
め
ざ
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
煙
火
を
合
図
に
、
放
流
さ
れ
た
ブ

リ
や
マ
ダ
イ
、
ア
ジ
な
ど
2
2,
0
0
0
匹
を
獲
ろ
う
と
、

立
て
網
め
が
け
、
激
走
す
る
「
に
わ
か
漁
師
」
や
網
を
手

に
海
中
模
索
の
参
加
者
、
放
流
さ
れ
た
約
2
ト
ン
の
ア
サ

リ
採
り
に
夢
中
の
親
子
連
れ
な
ど
、
大
魚
を
獲
っ
た
歓
声

や
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
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か
つ
お
フ
ェ
ア
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南
レ
ク
ロ
ッ
ジ
駐
車
場
で
開
催
し
た
「
か
つ
お
フ
ェ
ア
」
で
は
、
目
玉
と
な
る
カ
ツ
オ
の
ほ

か
、
計
27
団
体
に
よ
る
キ
ビ
ナ
ゴ
の
か
ら
揚
げ
や
じ
ゃ
こ
天
な
ど
、
旬
の
特
産
品
が
数
多
く

出
品
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
で
あ
る
「
カ
ツ
オ
」
は
、
前
日
、
深
浦
漁
港

に
水
揚
げ
さ
れ
た
4
ト
ン
、
計
1,
5
0
0
匹
が
格
安
で
販
売
さ
れ
、
新
鮮
な
カ
ツ
オ
を
求
め

て
、
多
く
の
買
い
物
客
が
行
列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
販
売
ブ
ー
ス
も
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
「
タ
イ
や
カ
ツ
オ
の
ご
ま
だ
れ
丼
」
に
は
、
産
地
で
味
わ
う
美
味

し
さ
に
感
動
し
た
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

カ
ツ
オ
飯

い
も
餅

カ
ツ
オ
丼

タ
イ
の
ご
ま
だ
れ
丼

ヒ
オ
ウ
ギ
貝
の

浜
焼
き

カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ

一
本
釣
り
の

イ
サ
ギ

ハ
シ
リ
ン
ド
ウ

ウ
ツ
ボ
の
唐
揚
げセ

イ

カ
ツ
オ
の
刺
身

カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ

愛
南
ゴ
ー
ル
ド

藻
塩

ヒ
オ
ウ
ギ
貝
の
リ
ー
ス



広報　　　　　　　　平成20年6月号 8

　

愛
南
町
は
恵
ま
れ
た
環
境
を
持
つ
、

日
本
で
も
有
数
の
養
殖
場
が
あ
る
地
域

で
す
。
こ
の
町
に
、
本
年
4
月
1
日
、

産
官
学
の
協
力
の
も
と
、
愛
媛
大
学
が

「
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立

し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
国
立
大
学
は
、
現
在
、
国

立
大
学
法
人
と
し
て
大
学
を
運
営
し
て

い
ま
す
が
、
文
部
科
学
省
か
ら
交
付
さ

れ
る
運
営
交
付
金
の
減
額
や
少
子
化
に

よ
る
入
学
者
人
口
の
減
少
な
ど
、
大
学

の
運
営
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
各
国
立
大
学
法
人
は
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
財
政
の
立
て
直
し

を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
社
会
貢
献
を
経
営
の
理
念
と

し
て
掲
げ
て
い
る
愛
媛
大
学
が
、
松

山
市
か
ら
遠
く
離
れ
た
愛
南
町
に
研

究
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
人
と
資

金
を
注
ぎ
込
ん
だ
こ
と
は
、
国
立
大

学
法
人
の
中
で
も
極
め
て
珍
し
い
こ

と
で
す
。

　

さ
て
、
大
学
に
は
、
積
み
重
ね
て

き
た
研
究
成
果
を
更
に
進
展
さ
せ
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
て
、
人
間
生
活
を

豊
か
に
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
地
球
に
棲す

む
私
達
に
と
っ
て
大

切
な
こ
と
は
、
地
球
環
境
を
護ま

も

り
、

環
境
に
負
荷
を
与
え
な
い
よ
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
、
食
糧
問
題
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
で
す
。
私
達
、
人

類
に
と
っ
て
、
生
活
を
維
持
す
る
上

で
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
環

境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
現
在
、
地
球
規
模
で
爆

発
的
に
人
口
が
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
増
加
し
続
け
る
人
口
を
養
う
た

め
の
人
間
活
動
が
、
食
糧
や
環
境
と

い
っ
た
諸
問
題
を
起
し
て
い
ま
す
。

私
達
も
、
こ
の
地
で
、
こ
れ
ら
の
問

題
を
考
え
て
い
け
れ
ば
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
主
な
目
的
は
、
生

命
科
学
の
最
先
端
の
研
究
成
果
を
技

術
と
し
て
生
産
現
場
に
応
用
し
、
効

率
的
で
環
境
へ
の
負
荷
を
少
な
く
す

る
生
産
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
生

産
さ
れ
た
水
産
物
の
安
全
・
安
心
を

愛
媛
大
学

  

南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
こ
ん
に
ち
は
」

保
障
す
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
（
生

産
、
処
理
、
加
工
、
流
通
、
販
売
等

の
各
段
階
で
食
品
の
履
歴
を
明
確
に

調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
）

の
も
と
、
そ
れ
ら
を
消
費
者
の
皆
様

に
届
け
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
世
界

で
起
き
て
い
る
環
境
問
題
や
食
糧
問

題
を
地
域
の
人
々
と
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
特

徴
の
一
つ
は
、
文
理
融
合
型
の
研
究

セ
ン
タ
ー
で
あ
る
こ
と
で
す
。
水
産

学
と
い
う
の
は
、
非
常
に
裾
野
が
広

く
、
生
物
が
棲す

む
環
境
か
ら
、
水
産

始
め
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
愛
南
町
に
来
ま
し
た

南予水産研究
センター所長
山内皓

こう へ い

平先生
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「
愛
南
大
漁
ま
つ
り
2
0
0
8
」
で
、
ぎ
ょ
シ
ョ
ッ
ク
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
や
金
魚
す
く
い
等
、
愛
媛
大
学
の
学
生

が
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
は
、
ご
み
袋
を
手
に
会
場
内
の
清
掃
も
行

う
な
ど
、
愛
媛
大
学
の
法
被
が
ま
ぶ
し
く
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

　

今
後
、
西
海
地
域
を
中
心
に
、
多
く
の
学
生
が
地
域
行
事
に
参
加
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん

も
、
積
極
的
に
学
生
と
関
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
大
生
が
大
活
躍
!

物
が
消
費
者
に
届
く
ま
で
に
自
然
科
学

や
社
会
科
学
を
含
む
多
く
の
研
究
分
野

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
水

産
学
は
、
個
々
の
研
究
分
野
は
互
い
に

連
携
す
る
こ
と
な
く
、
個
別
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
は
本
当
の
意

味
で
の
水
産
学
と
し
て
は
機
能
し
ま
せ

ん
。
本
来
の
水
産
学
は
、
人
間
の
生
活

に
深
く
関
わ
る
人
間
生
活
科
学
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
自
然
科
学
的
手
法
で

得
ら
れ
た
技
術
が
人
間
生
活
に
生
か

さ
れ
る
た
め
に
は
、
社
会
科
学
的
手

法
が
必
要
で
す
。
こ
の
こ
と
を
念
頭

に
入
れ
、
文
理
融
合
型
の
新
し
い
水

産
学
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
き
ま
す

と
、
新
し
い
水
産
学
に
は
、
産
官
学

に
加
え
、
住
民
の
参
加
が
必
要
な
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
即
ち
、
水
産
学

の
出
口
の
一
つ
に
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
と
考
え
る
食
育
や
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
達
、
研
究
セ
ン
タ
ー
の
教
職

員
は
、
生
産
現
場
の
諸
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
研
究
ば
か
り
で
は
な

く
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ

て
、
愛
南
町
の
持
つ
素
晴
ら
し
い

環
境
と
食
材
を
用
い
て
、
食
育
や
ブ

ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
て
、
都
会

の
人
々
を
呼
び
込
み
、
地
域
活
性
化

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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真に必要とされる
消防団をめざして!

愛
南
町
の
安
全
・
安
心
を
築
く

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
20
年
度
愛
南
町

消
防
団
退
団
式
並
び
に
辞
令
交
付
式
」
が
挙
行
さ

れ
、
谷
口
町
長
が
「
消
防
団
の
皆
様
は
、
町
民
の

暮
ら
し
を
守
る
身
近
な
存
在
で
す
。
今
後
も
、
各

種
訓
練
を
重
ね
ら
れ
、
町
の
安
全
、
安
心
の
要
と

し
て
、
団
員
相
互
の
結
束
を
図
り
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
に
即
応
で
き
る
応
用
力
や
実
践
力
を
養
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
神
修

お

さ

む

町
消
防
団
長
が
「
郷

土
の
防さ

き

も

り人
と
し
て
、
郷
土
を
思
い
、
愛
し
、
そ
し

て
、
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
頼
り
に
さ
れ
る
消
防

団
で
あ
り
続
け
る
よ
う
一
層
の
精
進
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
、
幹
部
団
員
に
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

職名・階級 氏 名

団長 二神  修
おさむ

副団長 鷹野 正
ま さ し

志

   〃 ○大塚 武
た け ひ と

人

内海方面隊長 ○浅野  泰
やすし

内海副方面隊長 ○島本 善
よ し ゆ き

行

御荘方面隊長 猪野 和
か ず ひ さ

久

御荘副方面隊長 小松 一
か ず よ し

好

城辺方面隊長 ○松岡 増
ま す ゆ き

幸

城辺副方面隊長 ○水本 幹
み き お

雄

一本松方面隊長 竹場  央
ひろし

一本松副方面隊長 長尾 英
ひ で お

生

西海方面隊長 菅原 千
ち よ ろ う

代郎

西海副方面隊長 福山 弘
ひ ろ み ち

道

 

平成20年度の町消防団本部役員の方々
○は、昇格された方です。
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林
さ
ん
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
城
辺
み
し
ま
荘
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
消
防
団
に

入
っ
た
経
緯
を
伺
う
と
「
近
く
の
知
人
に
入
団
し
て
く
れ
と
頼
ま
れ
、
主
人
も
消
防
団
に
入
っ
て

い
た
の
で
、
断
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
父
・
兄
の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
姿
を
見
て
、
消
火
方

法
の
流
れ
は
な
ん
と
な
く
理
解
で
き
て
い
た
の
で
、
入
団
を
決
意
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
女
性

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う
か
ら
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
」

と
、
入
団
の
意
気
込
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
林
さ
ん
の
ほ
か
、
西
海
中
外
泊
女
子
火
防
隊
に
12
名
、
城
辺
中
玉
支
部
に
1
名
の
女
性

団
員
が
い
ま
す
。

町消防団及び自主防災組織の状況（平成20年5月2日現在）

町全体の状況
消防団・5方面隊
18分団1,079名
（団本部役員3名含む）
自主防災会・80組織
結成率100％を達成

一本松方面隊の
分団数及び団員数
4分団 計220名
自主防災会8組織

内海方面隊の分団数及び団員数
3分団 計165名
自主防災会8組織

御荘方面隊の分団数及び団員数
4分団 計258名
自主防災会27組織

城辺方面隊の分団数及び団員数
4分団 計265名
自主防災会21組織

西海方面隊の分団数及び団員数
3分団 計168名
自主防災会16組織

消
防
団
は
身
近
な
暮
ら
し
を

支
え
て
い
ま
す

　御荘文化セン
ターで、愛南町
自主防災会代表
者会を行い、各
自主防災会の連
携を深めること
を目的に「愛南
町自主防災組織
連絡協議会」(会

長  清水岩
い わ と

門さ

ん）が設立され

ました。

5/18

　

町
消
防
団
で
は
、
各
地
域
の
方
面
隊

で
、
火
災
等
に
備
え
、
各
地
区
で
消
防
ホ
ー

ス
や
消
火
栓
等
の
機
械
器
具
の
点
検
や
消

火
訓
練
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
、
開
催
さ
れ
る
「
愛
媛
県
消
防
操
法

南
宇
和
地
区
大
会
」
に
向
け
、
ポ
ン
プ
自

動
車
や
小
型
ポ
ン
プ
の
操
法
訓
練
が
、
毎

晩
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
や
消

防
出
初
式
、
防
火
パ
レ
ー
ド
等
、
町
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
要
と
し
て
、
様
々
な
活
動
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
後
、
住
民
の
皆
さ
ん
で
組
織
さ
れ
た
自
主
防
災
会
と
町
消
防
団
が
、
互
い
に
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
町
全
体
で
「
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
創
造
」
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
、
消
防
団
員
に
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　

林 

い
ず
み  

城
辺
方
面
隊
第
4
分
団
僧
都
山
出
支
部
所
属

5/21
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総
務
課
か
ら

住
民
の
意
見
表
明
制
度
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

総務課から

各委員会等の委員を公募します

　愛南町では、住民の皆様に積極的に町政に参画していただくため、次のとおり各委員を

公募します。詳しくは、各担当課に問い合わせていただき、それぞれ所定の申込書に必要

事項を記入の上、提出をしてください。申込書は、本庁担当課又は各支所にあります。な

お、町ホームページ（http://www.town.ainan.ehime.jp/）からも、ダウンロードできます。

委員の名称 住民参画手続検討委員会委員

職務の内容
　住民が町政に参画するための手続（住
民参画手続）に関する条例案を検討する。

報酬等の条件 報酬額　日額　7,000円（交通費支給なし）

公募人数 ３名以内（委員定数15名以内）

任　期
　委嘱の日から条例案を町長に答申す
るまでの間

委員の名称 行政改革推進委員会委員

職務の内容
　町長の諮問に応じて、愛南町の行政改
革の推進に関する重要事項を審議する。

報酬等の条件 報酬額　日額　7,000円（交通費支給あり）

公募人数 ２名（委員定数10名）

任　期 委嘱の日から平成22年３月31日まで

応募資格

１　愛南町の行政改革に関心のある方
２　町内に住所がある方、又は町内の事業
所に勤務している方で、20歳以上の方
３　愛南町の他の委員会等の委員を２
以上兼任している方は除きます。

応募先 総務課又は各支所住民福祉課

募集期間 平成20年６月５日から６月30日まで

申込み先及び
問い合わせ先

総務課　℡（0895）72－1211

委員の名称 町民憲章起草委員会委員

職務の内容 町民憲章の草案を検討する。

報酬等の条件 報酬額　日額　7,000円（交通費支給あり）

公募人数 ２名（委員定数７名）

任　期
　委嘱の日から、町民憲章の草案を町
長に報告する日まで

応募資格

１　町民憲章に関心のある方
２　町内に住所がある方、又は町内の事業
所に勤務している方で、20歳以上の方
３　愛南町の他の委員会等の委員を２
以上兼任している方は除きます。

応募先 総務課又は各支所住民福祉課

募集期間 平成20年６月５日から６月30日まで

申込み先及び
問い合わせ先

総務課　℡（0895）72－1211

応募資格 町内在住の方で、町政に興味のある方

応募先 総務課又は各支所住民福祉課

募集期間 平成20年６月５日から６月30日まで

申込み先及び
問い合わせ先

総務課　℡（0895）72－1211

　

住
民
の
意
見
表
明
制
度
は
、
一
般
的

に
は
意
見
公
募
手
続
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
施
策
・
事
業
の
案
を
公
表
し
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
意
見
を
求
め
、
提
出
さ

れ
た
意
見
を
町
政
に
適
切
に
反
映
さ
せ

て
い
く
制
度
の
こ
と
で
す
。

○
対
象
と
な
る
施
策
等
の
案
と
は

　

町
の
条
例
等
の
う
ち
、
町
の
基
本
的
な
制

度
を
定
め
る
も
の
や
住
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
・
事
業
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
等
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
意
見
の
表
明
方
法
は

　

施
策
等
の
案
を
公
表
し
、
原
則
と
し
て
30

日
以
上
意
見
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
書
面
の

提
出
、
電
子
メ
ー
ル
等
に
よ
り
意
見
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
意
見
の
表
明
後
は

　

提
出
さ
れ
た
意
見
を
取
り
ま
と
め
た
後
、

そ
の
意
見
や
回
答
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
を

除
い
て
公
表
し
ま
す
。

　

今
後
、
広
報
あ
い
な
ん
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
施
策
等
の
案
を
公
表
し
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
募
集
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
積
極
的

な
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。
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総
務
課
か
ら

平
成
20
年
度
の
補
助
及
び

助
成
事
業
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
！

環
境
衛
生
課
か
ら

愛
南
町
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す
！

総
務
課
か
ら

行
政
協
力
員
の
一
部
変
更
及
び
訂

正
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

税
務
課
か
ら

平
成
20
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

の
計
算
区
分
が
か
わ
り
ま
す
！

　

各
補
助
及
び

助
成
事
業
は
、

必
ず
事
前
に
、

各
担
当
課
に
連
絡
を

し
て
申
情
手
続
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

防
災
グ
ッ
ズ

（
緊
急
避
難
時
持
出
用
品
セ
ッ
ト
）

購
入
補
助
事
業

（
総
務
課　

℡
７
２
―

１
２
１
１
）

【
補
助
対
象
】

　

町
内
在
住
の
方
で
、
１
世
帯
１
セ
ッ
ト
と

し
、
町
内
業
者
か
ら
購
入
し
た
も
の
に
限
り

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
避
難
時
持
出
用
品
セ
ッ

ト
と
は
、
緊
急
避
難
時
持
出
袋
・
懐
中
電

灯
・
応
急
手
当
セ
ッ
ト
・
保
存
水
・
保
存
食

の
５
用
品
、
す
べ
て
を
備
え
た
も
の
と
し
ま

す
。

【
補
助
額
】 

　

購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内
で
、
限
度
額

４
，０
０
０
円
と
し
ま
す
。

【
申
請
等
】

　

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
領
収
書
（
レ

シ
ー
ト
タ
イ
プ
は
不
可
）・
印
鑑
・
世
帯
主

の
口
座
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
用
意

い
た
だ
き
、
総
務
課
又
は
各
支
所
住
民
福
祉

課
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
事

業
の
継
続
期
間
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
の
方
は
早
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
処
理
機
購
入
助
成
事
業

（
環
境
衛
生
課　

℡
７
２
―

７
３
１
６
）

【
助
成
対
象
】

　

町
内
在
住
の
方
で
、
１
世
帯
１
基
（
生
ご

み
処
理
機
又
は
処
理
容
器
の
ど
ち
ら
か
１

基
）
と
し
ま
す
。

【
助
成
額
】

　

購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内
で
、
生
ご
み

処
理
機
（
電
動
式
）
は
２
万
円
、
コ
ン
ポ
ス

ト
（
生
ご
み
処
理
容
器
）
は
３
，０
０
０
円

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
限
度
額
と
し
ま
す
。

【
申
請
等
】

　

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
環
境
衛
生
課

又
は
各
支
所
地
域
振
興
課
に
申
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
」
及
び
「
は
り
、

き
ゅ
う
、マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
費
助
成
事
業
」

も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
高

齢
者
支
援
課
（
℡
７
２
―

７
３
２
５
）
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

愛
南
町

の
豊
か
な

自
然
環
境

を
守
る
た

め
、自
然
と

の
共
生
を

テ
ー
マ
に
「
平
成
20
年
度
愛
南
町
環

境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
お
天
気
キ
ャ

ス
タ
ー
の
森
田
正ま

さ

光み
つ

さ
ん
に
よ
る

「
お
天
気
を
知
る
と
環
境
問
題
が
見

え
て
く
る
」
と
題
し
た
記
念
講
演
、

中
野
伸
一
愛
媛
大
学
農
学
部
教
授
ほ

か
３
名
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
の
豊
か

な
環
境
を
守
る
た
め
に
」
と
題
し
た

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
行
い
ま
す
。

日　

時　

６
月
29
日（
日
）午
後
１
時
30
分
か

ら
午
後
３
時
45
分
ま
で

場　

所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が

必
要
で
す
。
な
お
、
整
理
券
は
、
環
境
衛
生

課
、
各
支
所
住
民
福
祉
課
、
各
公
民
館
に
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課（
℡
７
２

―

７
３
１
６
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講師の森田正
まさ

光
みつ

さん

　

５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
行
政
協
力
名
簿

に
、
次
の
と
お
り
一
部
変
更
と
訂
正
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

変
更
に
な
っ
た
行
政
協
力
員
は
、
一
本

松
地
域
の
正
木
地
区
が
、
立
石
一
男
さ
ん

か
ら
檜
口
展の
ぶ

明あ
き

さ
ん
へ
。
城
辺
地
域
の
矢

の
町
２
・
中
玉
・
大
浜
の
各
地
区
が
、
副
行
政

協
力
員
で
は
な
く
、行
政
協
力
員
で
し
た
。

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
「
後
期
高
齢

者
支
援
金
課
税
額
（
支
援
金
分
）」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
税
率
等
は
、
平
成
20
年
度
の

「
医
療
分
」
・
「
支
援
金
分
」
を
合
わ
せ
た
も

の
が
、
平
成
19
年
度
の
「
医
療
分
」
と
同
じ

と
な
る
た
め
、
実
質
的
な
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
が
対

象
に
な
る
「
介
護
分
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
の
計
算
方
法
に
な
り
ま
す
。

※
限
度
額
は
、平
成
19
年
度
の
医
療
分
56
万
円

が
、
平
成
20
年
度
か
ら
59
万
円（
医
療
分
47
万

円
、支
援
金
分
12
万
円
）に
変
更
さ
れ
ま
す
。
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生
涯
学
習
課
か
ら

町
民
プ
ー
ル
開
放
及
び
利
用

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

生
涯
学
習
課
人
権
啓
発
室
か
ら

「
わ
が
こ
と
」と
し
て
、人
権
・

同
和
教
育
を
学
び
ま
せ
ん
か

生
涯
学
習
課
人
権
啓
発
室
か
ら

「
同
和
問
題
」に
つ
い
て

学
び
直
し
ま
せ
ん
か
！

　

一
本
松
国
民
体
育
館
横
に
あ
る
愛
南

町
町
民
プ
ー
ル
の
開
放
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
体
力
増

進
や
健
康
維
持
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
。

利
用
期
間

　

７
月
５
日（
土
）か
ら
９
月
７
日（
日
）ま
で

の
土
・
日
曜
日
〈
７
月
20
日（
日
）は
休
み
〉

利
用
時
間

　

午
前
の
部　

９
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

　

午
後
の
部　

１
時
30
分
か
ら
５
時
ま
で

※
小
学
生
以
下
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
大
人

同
伴
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

人
権
啓
発
室
で
は
、
同
和
問
題
を
始
め
と

す
る
多
く
の
「
差
別
」
に
つ
い
て
、
様
々
な

角
度
か
ら
見
つ
め
、
考
え
、
判
断
で
き
る

人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
、
以
下
の
と
お
り

「
人
権
・
同
和
教
育
基
礎
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
講
座
を
通
じ
て
、
多
く
の
方

に
「
人
権
」
の
尊
さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ

き
、
自
己
の
人
格
に
磨
き
を
か
け
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

■
対
象
者　

町
内
に
在
住
又
は
在
勤
の
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

■
講
座
内
容　

（
下
記
表
参
照
）

開催日 内　　容 講　　師

6/12（木）
「ひとごと」から「わが
こと」への道

浅田淳
（元吉田中学校長）

7/10（木）
障害者を取り巻く差別
について

宮崎和友
（ありんこくらぶ会長）

8/25（月）「知ってますか？ＤＶ」
藤田英子
（えひめＤＶ被害者サ
ポートセンター副代表）

9/25（木）
「差別と闘う子どもた
ち」（同和問題）

藤原和憲（宇和島市立
城東中学校教諭）

10/9（木）
大森文化会館（隣保館）
20年の歩み

寺本敬幸
（大森文化会館長）

※
各
講
座
と
も
、
開
催
場
所
及
び
時
間
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
２
階
大
研
修
室
）

時
間　

午
後
７
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
ま
で

■
申
込
締
切  

６
月
６
日（
金
）午
後
５
時
ま

で

■
申
込
方
法

受
講
希
望
の
方
は
、
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
人
権
啓
発
室
へ
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

人
権
啓
発
室
（
℡
７
２
―

１
５
３
０
、
℻

７
３
―

１
１
１
３
）

E-m
ail:jinken@

tow
n.ainan.ehim

e.jp

　

今
年
度
は
「
人
権
教
育
」
の
原
点
で
も
あ

る
「
同
和
問
題
」
に
つ
い
て
、
自
分
勝
手
な

思
い
込
み
を
解
消
し
、
正
し
い
歴
史
観
と
同

和
教
育
の
現
状
を
学
び
直
し
て
い
た
だ
く
た

め
「
同
和
問
題
基
礎
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
講
座
を
通
じ
、
子
ど
も

た
ち
と
自
信
を
持
っ
て
語
り
合
え
る
知
識
を

養
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

町
内
に
在
住
又
は
在
勤
の
方
な
ら
、
ど
な

た
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

■
講
座
内
容

開
催
日

内     

容

６
月
17
日（
火
）
江
戸
時
代
の
身
分
制
度
の

誤
解
を
解
く

７
月
15
日（
火
）
江
戸
時
代
の
差
別
の
様
相

を
知
る

９
月
16
日（
火
）
今
日
の
部
落
差
別
の
発
生

を
知
る

10
月
21
日（
火
）
人
権
問
題
意
識
調
査
結
果

か
ら
学
ぶ

11
月
18
日（
火
）
大
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
を
通

じ
て
考
え
る

※
各
講
座
と
も
、
講
師
は
秋
本
良
次
先
生

（
愛
媛
大
学
法
文
学
部
非
常
勤
講
師
）
で

す
。
ま
た
、
開
催
場
所
及
び
時
間
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
２
階
大
研
修
室
）

時
間　

午
後
７
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
ま
で

■
申
込
締
切

　

６
月
12
日（
木
）午
後
５
時
ま
で

■
申
込
方
法

　

受
講
希
望
の
方
は
、
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
人
権
啓
発
室
へ
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

人
権
啓
発
室
（
℡
７
２
―

１
５
３
０
、
℻

７
３
―

１
１
１
３
）

E-m
ail:jinken@

tow
n.ainan.ehim

e.jp
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総
務
課
か
ら

最
新
の
Ｉ
Ｔ
情
報
・
機
器
に

触
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

生
涯
学
習
課
か
ら

科
学
の
不
思
議
を

体
験
し
よ
う

町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

7
月
6
日（
日
）は
、愛
南
町
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
投
票
日
で
す

商
工
観
光
課
か
ら

愛
南
町
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
の
お
知
ら
せ

サイエンス

プロデューサーの

杉木優
まさ

子
こ

さん

えひめＩＴフェア

イメージキャラクター

あいっとちゃん

　

地
デ
ジ
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
等
、
最
新
の

Ｉ
Ｔ
機
器
に
触
れ
た
り
、
相
撲
ロ
ボ
ッ
ト
の

操
作
体
験
、
ケ
ー
タ
イ
メ
ー
ル
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
な
ど
、
家
族
で
楽
し
め
る
催
し
「
え
ひ
め

Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
２
０
０
８
」
が
、
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

日　

時　

６
月
６
日（
金
）・
７
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
〜
17
時

場　

所　

　

ア
イ
テ
ム
え
ひ
め（
松
山
市
大
可
賀
）

問
い
合
わ
せ

　

え
ひ
め
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局
（
℡

０
８
９
―

９
４
６
―

８
６
１
８
）
又
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：http://w

w
w
.dpc-net.

co.jp/it-fair/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
「
楽
し
い
科
学
実
験
」
を
通
し

て
、
考
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
体
験

し
て
も
ら
お
う
と
、
次
の
と
お
り

「
わ
く
わ
く
科
学
実
験
シ
ョ
ー
」
を

開
催
し
ま
す
。
実
験
シ
ョ
ー
で
は
、

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
杉

木
優ま

さ

子こ

さ
ん
を
招
き
、
巨
大
空
気
砲

や
風
船
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
、
楽
し
み
な

が
ら
科
学
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
き

ま
す
。

日　

時　

７
月
26
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら
３
時
30
分

場　

所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

そ
の
他　

　

入
場
は

無
料
で
す

が
整
理
券

が
必
要
で

す
。
こ
の

事
業
は
、

町
内
小
中

学
校
児
童

生
徒
を
対

象
に
実
施

し
ま
す
が
、

座
席
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
一
般
の
方
も
、

７
月
１
日
か
ら
申
込
受
付
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、生
涯
学
習
課（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
愛
南
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
」
の
告

示
日
及
び
立
候
補
受
付
は
、
７
月
１
日（
火
）

で
す
。
明
る
い
選
挙
、
き
れ
い
な
選
挙
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
、
町

選
挙
管
理
委
員
会
が
毎
年
３
月
31
日
に
確
定

す
る
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
が
投
票
で
き
ま
す
。
な

お
、
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
は
、
申
請
を
原

則
と
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会（
℡
７
２
―

１
２
１
１
、
内
線
２
１
２
）
又
は
農
業
委
員

会
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
、
内
線
５
２
０
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

愛
南
町
で
は
、
平
成
17
年
９
月
か

ら
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
「
地
域

提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
」
（
３

年
間
）
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
３
年
間
の
取
組
み
で
、
計

２
０
９
名
の
方
が
再
就
職
さ
れ
ま
し

た
。

　

現
在
、
継
続
し
て
き
た
雇
用
対
策

を
推
進
す
る
た
め
、
町
単
独
事
業
と
し

て
、
５
月
か
ら
城
辺
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
に
相
談
員
１
名
を
配
置
し

て
「
愛
南
町
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
で

は
、
求
人
の
受
付
や
求
人
情
報
の
掲
示
、
求

職
相
談
や
職
場
の
紹
介
等
の
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
保
険
を
受
給
中
の
方

は
、
求
職
活
動
の
証
明
が
で
き
ま
す
の
で
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
開
設
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
で
す
。
詳
し
く
は
、
愛
南
町
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡
７
２
―

１
２
４
４
）
又

は
商
工
観
光
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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農
林
課
か
ら

家
を
建
て
る
方
に
県
産
柱
材

80
本（
１
８
４
，０
０
０
円
相

等
）を
無
償
提
供
し
ま
す

総
務
課
か
ら

平
成
20
年
度
行
政
協
力
員

総
会
を
開
催
し
ま
し
た

保
健
福
祉
課
か
ら

保
育
士（
パ
ー
ト
職
員
）

募
集
の
お
知
ら
せ

町
民
課
か
ら

次
の
各
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
手
続
を
お
願
い
し
ま
す

htm
l)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

１　

愛
媛
県
林
材
業
振
興
会
議

　
　

（「
木
と
暮
ら
し
の
相
談
窓
口
」
）

　
　

℡
０
８
９
―

９
４
１
―

０
１
６
４ 

２　

愛
媛
県
農
林
水
産
部
森
林
局

　
　

林
業
政
策
課
木
材
利
用
推
進
係

　
　

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
５
８
９

申
請
先

　

〒
７
９
０
―

８
５
８
２　

松
山
市
三
番
町

４
―

４
―

１　

愛
媛
県
森
林
組
合
連
合
会
内

　

愛
媛
県
林
材
業
振
興
会
議

　

愛
媛
県
で
は
、
木
造
住
宅
の
建
設
を
促
進

し
、
県
産
材
の
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
、
県

内
で
住
宅
を
新
築
す
る
施
主
に
対
し
、
品
質

の
確
か
な
県
産
材
（
柱
材
）
を
無
償
提
供
す

る
「
え
ひ
め
材
の
家
づ
く
り
促
進
支
援
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
期
限
及
び
募
集
予
定
件
数
は
次
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
応
募
に
は
い
く
つ

か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
愛

媛
県
林
材
業
振
興
会
議
に
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.

p
ref.ehim

e.jp
/h3
5
7
0
0
/1
1
7
6
3
7
5
_
2
2
6
8
.

回　

数

申
請
締

め
切
り

募
集
予

定
件
数

上
棟
期
限

第
２
回

７
月
31
日

（
木
）

10

11
月
末
日

第
３
回

９
月
30
日

（
火
）

５

12
月
末
日

第
４
回

11
月
28
日

（
金
）

５

平
成
21
年

３
月
中
旬

　

城
辺
社
会
福
祉
会
館
で
「
平
成
20
年
度
行

政
協
力
員
総
会
」
を
行
い
、
１
２
１
名
の
行

政
協
力
員
の
方
々
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。
始
め
に
谷
口
町
長
が
「
今
ま
で
行
政
組

織
の
透
明
性
や
公
平
性
の
向
上
を
め
ざ
し
、

様
々
な
行
政
改
革
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
行
政
協
力
員
の
皆
様
と
の
連
携
を

密
接
に
し
、
地
域
活
性
化
に
邁
進
し
て
い
き

ま
す
」
と
、
主
要
施
策
の
現
状
を
説
明
し
ま

し
た
。
ま
た
、
広
報
５
月
号
で
各
地
域
の

「
行
政
協
力
員
」
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
５

月
１
日
か
ら
西
海
地
域
小
成
川
地
区
の
行
政

協
力
員
に
、
小
川
一か
ず

男お

さ
ん
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 4/
  18

　

愛
南
町
の
公
立
保
育
所
で
は
早
出
保
育
に

従
事
す
る
パ
ー
ト
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
保
育
所
】
柏
保
育
所
、
緑
保
育
所
、

東
海
保
育
所  

【
募
集
人
数
】
各
保
育
所
１
名

【
勤
務
時
間
】
１
時
間
（
午
前
７
時
30
分
か

ら
午
前
８
時
30
分
）

【
資
格
要
件
】
保
育
士
登
録
を
さ
れ
て
い
る

方 

【
募
集
期
間
】
平
成
20
年
７
月
７
日（
月
）か

ら
７
月
18
日（
金
）

【
申
込
み
先
】
各
保
育
所

※
勤
務
時
間
等
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
（
柏

保
育
所
℡
８
５
―

０
０
５
８
、
緑
保
育
所

℡
７
２
―

０
８
９
７
、
東
海
保
育
所
℡
７
２
―

０
６
４
７
）に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
】

　

対
象
者
に
は
更
新
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
期
間
内
に
更
新
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

《
日　

時
》
６
月
23
日（
月
）〜
30
日（
月
）

《
場　

所
》
町
民
課
／
各
支
所
住
民
福

祉
課

《
持
参
物
》
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
現
在
交

付
中
の
母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
、
20
歳

以
上
の
学
生
の
方
は
在
学
証
明
書
、
送
付
の

更
新
申
請
書

※
前
年
の
所
得
に
対
し
て
所
得
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
場
合
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
】

　

対
象
者
に
は
更
新
申
請
書
を
郵
送
し
ま

す
。
期
間
内
に
更
新
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

《
日　

時
》
６
月
23
日（
月
）〜
30
日（
月
）

《
場　

所
》
町
民
課
／
各
支
所
住
民
福

祉
課

《
持
参
物
》
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
現
在
交
付

中
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
送
付
の
更
新

申
請
書

《
問
い
合
わ
せ
先
》
町
民
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）
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財
産
管
理
課
か
ら

県
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

船
舶
職
員
養
成
講
習
所
か
ら

小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
更
新
・

失
効
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

環
境
衛
生
課
か
ら

「
平
成
20
年
度
え
ひ
め
環
境
大
学
」

受
講
者
募
集
の
お
知
ら
せ
！

企
画
財
政
課
か
ら

弁
護
士
に
よ
る
臨
時
無
料
相
談

「
女
性
の
権
利
１
１
０
番
」の
お
知
ら
せ

総
務
課
か
ら

巡
視
船
に
よ
る
体
験
航
海

が
実
施
さ
れ
ま
す
！

　

県
営
住
宅
明
倫
団
地
（
建
替
え
新

築
）
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
募
集
戸
数　

13
戸

○
申
込
期
間　

６
月
20
日
（
金
）
か
ら
27
日

（
金
）ま
で

○
申
込
場
所　

南
予
地
方
局
建
設
部
建
築
指

導
課
（
宇
和
島
市
天
神
町
７
番
１
号
）

○
入
居
者
の
抽
選　

抽
選
日
時　

７
月
14
日（
月
）13
時
〜   

抽
選

場
所　

南
予
地
方
局
庁
舎
７
階
大
会
議
室

期　

日　

６
月
21
日（
土
）９
時
30
分
か
ら

　
　

更
新　

９
時
30
分
か
ら
11
時

　
　

失
効　

９
時
30
分
か
ら
12
時

場　

所　

え
ひ
め
南
農
協
南
宇
和
城
辺
支
所

受
講
料　

更
新
講
習　

９
，５
０
０
円

　
　
　
　

失
効
講
習
１
７
，０
０
０
円

○
家
賃　

申
込
者
等
の
収
入
等
に
基
づ
き
、

公
営
住
宅
法
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
さ

れ
ま
す
。

○
申
込
資
格　

次
の
ア
、
イ
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

ア　

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
り
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

方（
単
身
者
で
も
申
込
が
可
能
な
場
合
も
あ

り
ま
す
）

イ　

公
営
住
宅
法
に
定
め
る
収
入
基
準
に
適

合
す
る
方

○
入
居
予
定
日　

８
月
８
日（
金
）

○
そ
の
他　

申
込
等
、
詳
し
く
は
、
愛

媛
県
南
予
地
方
局
建
設
部
建
築
指
導
課

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
、
内
線

４
２
５
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日　

時　

７
月
21
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

場　

所　

宇
和
島
海
上
保
安
部
船
艇
桟
橋

　
　
　
　

（
宇
和
島
市
弁
天
町
２
丁
目
１
０
２
）

　

①  

11
時
〜
12
時　

巡
視
船
た
か
つ
き

　

②  

13
時
〜
14
時
30
分　

灯
台
見
回
り
船
れ
い
う
ん

　

③  

13
時
30
分
〜
14
時
30
分　

巡
視
船
た
か
つ
き

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
や
離
婚
に
関
す
る
諸

相
談
、
職
場
に
お
け
る
差
別
等
、
女
性
の
権

利
一
般
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談
及
び
無
料

面
談
が
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
弁

護
士
が
、
対
処
の
方
法
や
正
し
い
法
律
知
識

を
提
供
し
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
愛
媛
弁
護
士
会（
℡
０
８
９
―

９
４
１

―

６
２
７
９
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
24
日（
火
）午
前
10
時
か
ら
午
後
３

時
、
℡
０
８
９
―

９
１
５
―

９
２
１
１
（
当
日
の
み

直
通
）※
面
談
相
談
は
、
予
約
優
先
制
で
す
。

　

愛
媛
県
で
は
、
環
境
先
進
県
を
め
ざ
し

た
取
組
と
し
て
、
著
名
な
講
師
を
招
い
た

「
え
ひ
め
環
境
大
学
」（
７
／
12
・
19
・
26
、
８
／

２
・
９
）が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
町

で
は
、
同
大
学
で
学
び
や
す
い
環
境
を
作
る

た
め
、
松
山
市
ま
で
の
交
通
手
段
と
し
て
公

用
車
に
よ
る
送
迎
を
行
い
ま
す
の
で
、
受
講

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
６
月
27
日（
金
）ま
で

に
環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）に
申

実
施
日
時

演　

題

講　

師

７
月
12
日（
土
）

13
時
〜
16
時

生
物
多
様
性
の

意
義
と
日
本
の

取
組

環
境
省
自
然
環
境

局
生
物
多
様
性
セ

ン
タ
ー
長

　

鳥
居　

敏
男

７
月
19
日（
土
）

13
時
〜
16
時

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
変

え
た
市
の
政
策

―
環
境
経
済
戦
略
―

兵
庫
県
豊
岡
市
コ
ウ

ノ
ト
リ
共
生
課
長

　

上
田　
　

篤

込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
講
座
内
容
等
は
、
か

ん
き
ょ
う
か
わ
ら
版
又
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

場
所　

愛
媛
大
学
総
合
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
愛
媛
大
学
城
北
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）

内
容

　

④  

15
時
〜
16
時　

巡
視
船
た
か
つ
き

申
込
方
法　

は
が
き
又
は
電
子
メ
ー
ル
で

「
体
験
航
海
①
〜
④
の
何
れ
か
を
明
記
」

し
、責
任
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年
齢
、

同
乗
者（
人
数
制
限
な
し
）の
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
・
年
齢
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

７
月
11
日（
金
）必
着

問
い
合
わ
せ
等  

申
込
等
、
詳
し
く
は
、
宇

和
島
海
上
保
安
部
管
理
課　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

１
５
９
１)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
講
手
続
き
必
要
書
類
等

○
住
民
票
１
通　
（
本
籍
地
記
載
で
、
１
年
以

内
に
と
っ
た
も
の
）

○
写
真
２
枚　

（
タ
テ
4.5
㎝
・
ヨ
コ
3.5
㎝
、
枠
な
し
、

６
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
で
、無
帽
、無
背
景
な
も
の
）

○
海
技
免
状

申
込
締
切
日　

６
月
12
日（
木
）

申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

船
舶
職
員
養
成
講
習
所（
℡
８
２
―

０
２
２
２
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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町
民
課
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は「
口
座
振
替
」が
便
利
で

お
得
で
す
！

高齢者支援課から

65歳以上の方へ！平成20年度生活機能評価のご案内

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
４
，４
１
０
円（
平
成
20
年
度
）

で
す
が
、
早
割
（
当
月
末
の
口
座
振

替
）を
利
用
す
る
と
、
月
50
円（
年
間

６
０
０
円
）
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
は
、

当
月
末
と
翌
月
末
を
選
択
で
き
ま
す
。
手

続
等
、
詳
し
く
は
、
町
民
課
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
一
年
度
分
又
は
６
ヵ
月
分
の
口
座
振
替
に

よ
る
前
納
は
も
っ
と
お
得
で
す
。

　

（
口
座
振
替
で
６
ヵ
月
前
納
す
る
と
、

９
８
０
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
）

○
口
座
振
替
の
手
続
き

　

年
金
手
帳
又
は
納
付
書
、
通
帳
、
金
融
機

関
の
届
出
印
を
持
参
の
上
、
金
融
機
関
又
は

最
寄
の
社
会
保
険
事
務
所
、
町
民
課
、
各
支

所
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

口
座
か
ら
の
保
険
料
引
落
し
日
は
、
月
末

と
な
り
ま
す
。（
月
末
が
休
日
の
場
合
は
、

翌
営
業
日
が
引
落
し
日
と
な
り
ま
す
。）

●
愛
媛
県
内
の
社
会
保
険
事
務
所
年
金

相
談
時
間
延
長
と
休
日
相
談
の
お
知
ら

せ・
年
金
相
談
の
時
間
延
長

　

６
月
末
ま
で
の
平
日
は
、
午
後
７
時
ま

で
時
間
延
長
し
て
、
年
金
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

・
休
日
開
庁
に
よ
る
年
金
相
談

　

（
毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
ま
で
）

　

平
日
に
来
訪
で
き
な
い
方
は
「
休
日
開

庁
に
よ
る
年
金
相
談
」
を
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

６
月
は
、
14
日
、
21
日
の
土
曜
日
と
６

月
22
日
の
日
曜
日

　

年
金
相
談
の
待
ち
時
間
を
解
消
す
る
た

め
、
時
間
予
約
に
よ
る
年
金
相
談
を
受
付

け
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご
都
合
の

よ
い
日
・
時
間
を
電
話
等
で
社
会
保
険
事

務
所
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

宇
和
島
社
会
保
険
事
務
所

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
４
４
０

　

今
月
の
社
会
保
険
・
年
金
一
日
相
談

　

○
６
月
19
日（
木
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
　

町
商
工
会
城
辺
支
所

　
　

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　65歳以上の方を対象に、心身機能の低下と日常生活を送る機能全体（生活機能）が低

下していないかを判定する「生活機能評価」を行います。

対象者　健診当日65歳以上の方。（要支援・要介護認定を受けておられる方は対象になり

　　　　　　　　　　　　　　　ません）

実施場所　各地区で行われる特定健診の会場で実施します。

ご持参いただくもの　介護保険証

実施内容

【生活機能チェック】
・問診（基本チェックリストを含む）
・身体計測
・血圧測定
・医師の診察・判定

　医師の判定等の結果によって、生活機能の向上が必要な方には、町が実施している介

護予防事業などへ参加できます。

【生活機能検査】
・血液検査（血清アルブミン検査）
・貧血検査
・心電図検査
・反復唾液嚥下テスト
・医師の診察・判定

　まず問診、計測などの「生活機能チェック」を行い、生活機能の低下が見られる方に

は「生活機能検査」を実施します。

生活機能の
低下あり
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保健事業のお知らせ（６月）

生
涯
学
習
課
か
ら

参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

各種健（検）診
内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

特定健診・肺
大腸・前立腺
肝炎検査

6月  2日 月 柏崎集会所 　  ９：３０～１０：３０

6月  3日 火 内海保健センター
　  ９：３０～１０：３０

　１３：３０～１４：３０

6月  4日 水 城の辺学習館
　  ９：３０～１１：００

　１３：３０～１４：３０

6月  5日 木 城辺保健福祉センター
　  ９：３０～１１：００

　１３：３０～１４：３０

6月  6日 金 城辺保健福祉センター
　  ９：３０～１１：００

　１３：３０～１４：３０

6月  9日 月 増田コミュニティーセンター
　  ９：３０～１１：００

　１３：３０～１４：３０

6月11日 水 栄町集会所
　  ９：３０～１１：００

　１３：３０～１４：３０

6月12日 木
深泥集会所 　  ９：３０～１０：３０

和口第２集会所 　１３：３０～１４：３０

6月13日 金
久家集会所 　  ９：３０～１０：３０

中泊集会所 　１３：３０～１４：３０

6月17日 火
小山本村集会所 　  ９：３０～１０：３０

中川コミュニティーセンター 　１３：３０～１４：３０

6月20日 金
小成川集会所 　  ９：３０～１０：３０

麦ケ浦集会所 　１３：３０～１４：３０

6月23日 月
油袋漁民センター 　  ９：３０～１０：３０

網代集会所 　１３：３０～１４：３０

6月30日 月
高畑集会所 　  ９：３０～１０：３０

赤水公民館 　１３：３０～１４：３０

特定健診・肺
胃・大腸
前立腺
肝炎検査

6月16日 月 僧都ふれあい交流館 　  ８：００～  ９：３０

6月17日 火 山出集会所 　  ８：００～１０：００

6月26日 木 緑期幹集落センター 　  ８：００～１１：００

6月27日 金 緑期幹集落センター 　  ８：００～１１：００

胃がん検診
6月  4日 水 上大道集会所 　  ７：００～  ８：３０

6月  5日 木 篠山小学校体育館 　  ７：００～  ８：３０

6月16日 月 一本松保健センター 　  ７：００～  ８：３０

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

6月  9日 月 魚神山老人福祉センター 　１３：００～１４：３０

※特定健診を希望される方は、ご加入の医療保険から発行された特定健診
受診券と健康保険証をお持ちください

乳幼児健康診査
内　容 月　日 曜日 場　所 対象年齢

１歳６ヵ月児健診 6月10日 火
城辺保健福祉センター

H１８年９月１日～１０月３１日生

３歳児健診 6月24日 火 H１７年３月１日～  ４月３０日生

育児相談
内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間
みるく広場 6月  6日 金 一本松保健センター   ９：３０～１１：３０

育児相談 6月10日 火 西海支所   ９：３０～１１：３０

みなみっ子 6月23日 月 御荘夢創造館   ９：３０～１１：３０

すくすく相談 6月25日 水 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

その他
内　容 月　日 曜日 場　所 時　　間

両親学級
「かるがも教室」

6月15日 日 城辺保健福祉センター
１０：００～１１：３０

事前申込み

病態別栄養相談 6月17日 火 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

　

愛
南
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
「
第
５
回
フ
レ
ン
ド
リ
ー

カ
ッ
プ
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、日
頃
の

運
動
不
足
解
消
等
、誘
い
合
っ
て
友
達
や

家
族
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

７
月
20
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら

場　

所　

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育

館
、
平
城
小
学
校
体
育
館

種　

別　

男
女
ミ
ッ
ク
ス
（
男
性
３
名
以

内
）
で
、
６
人
制
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

参
加
資
格　

町
内
在
住
者
で
編
成
さ
れ
、
愛

南
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
に
登
録
さ
れ
た
チ
ー

ム
。
な
お
、
学
生
の
参
加
は
、
認
め
ま
せ
ん
。

参
加
料　

１
チ
ー
ム
１
，０
０
０
円

（
愛
南
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
登
録
料
は
、

１
名
５
０
０
円
）

申
込
期
間　

７
月
１
日（
火
）か
ら
10
日（
木
）

抽
選
会
及
び
代
表
者
会

　

７
月
10
日（
木
）午
後
７
時
か
ら
、
御
荘
文

化
セ
ン
タ
ー
３
Ｆ
小
会
議
室
で
行
い
ま
す

の
で
、
代
表
者
は
必
ず
、
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

　

詳
し
く
は
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
内
愛
南

町
体
育
協
会
事
務
局（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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税
務
課
等
か
ら
！

６
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

６・７月行事予定表

第１日曜日   1日 竹本医院 城 辺 乙 ☎73-3271

第２日曜日   8日 内海診療所 柏 ☎85-0341

第３日曜日 15日 松本クリニック 一 本 松 ☎84-2001

第４日曜日 22日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第５日曜日 29日 福岡医院 一 本 松 ☎84-3600

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

６月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

町

県

民

税

1期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

1期分/

10期分

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督

促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。

町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る

べ
き
税
額
の
他
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、

駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月

末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日

が
休
日
の
場
合
は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

  ６月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

 　４日・１１日・１８日
水曜日の　AM8：30～10：00
７月の引取日は、
 　２日・９日・１６日・３０日
水曜日の　AM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って役場本庁又は各支所
まで連れてきてください。詳しくは、環境衛生課（℡72－
7316）又は各支所地域振興課まで問い合わせください。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、

小
屋
の
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

6/26
7/28

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛

南
町
役
場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
各
集
会
所

6/24
7/24

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦

盛
各
集
会
所

6/20
7/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・

内
泊
・
船
越
・
小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

6/18
7/17

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所

手
前
、
樽
見
小
学
校
跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久

家
各
集
会
所

6/16
7/15

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
旧
郵
便
局
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・

中
川
各
コ
ミ
セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

6/12
7/11

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越

運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ

ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・
各
集
会
所

6/10
7/9

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節

崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺
新
町
各
集
会
所

6/6
7/7

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長

崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

6/4
7/3

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公

民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

6/2
7/1

６、７月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場　所

1 日   8：30～17：30
中学校総合体育大会

（第1部）
南レク城辺公
園野球場ほか

2 月

  8：30～15：30
中学校総合体育大会

（第1部）
南レク城辺公
園野球場ほか

19：00～20：30 地区別懇談会
東海公民館
中玉分館

3 火 19：00～20：30 地区別懇談会 東海公民館

4 水 13：00～15：00 行政相談（内海地域） DE・あ・い・21

5 木
19：00～20：30 地区懇談会 僧都公民館

18：30～
愛媛マンダリンパイレーツ公式戦 
VS福岡レッドワーブラーズ 

坊っちゃん
スタジアム

6 金 18：30～
愛媛マンダリンパイレーツ公式戦 
VS福岡レッドワーブラーズ

坊っちゃん
スタジアム

7 土
13：30～15：30 御荘湾自然観察会

御荘湾
（片の浜、平山）

14：00～
愛媛マンダリンパイレーツ公式戦
VS徳島インディゴソックス 

坊っちゃん
スタジアム

8 日
14：00～15：00 子ども映画会 御荘夢創造館

13：00～
愛媛FC公式戦VS

FC岐阜
ニンジニア
スタジアム

11 水 13：00～15：00 行政相談
御荘文化セ
ンターほか

12 木 19：30～21：00 人権・同和教育基礎講座 御荘文化センター

13 金 19：30～21：00
つくし会

（人権・同和問題学習会）
大森文化会館

14 土 19：00～20：30 爆笑！若葉寄席’08 御荘文化センター

15 日

  8：30～17：00 城辺剣道練成大会
城辺小学校
屋内運動場

13：00～
愛媛FC公式戦VS
水戸ホーリーホック

ニンジニア
スタジアム

17 火
  8：30～17：30

中学校総合体育大会
（第2部）

南レク城辺公園
多目的グラウンド

19：30～21：00 同和問題基礎講座 御荘文化センター

18 水   9：00～16：00
第13回きなはいや杯
クロッケー交流大会

南レク御荘公
園多目的広場

19 木 10：00～15：30 社会保険・年金一日相談 商工会城辺支所

20 金
10：00～15：00 人権相談 城の辺学習館

18：30～
愛媛マンダリンパイレーツ公式戦  
VS高知ファイティングドッグス

坊っちゃん
スタジアム

21 土

  7：00～13：00 愛南ウォッチング 東海・深浦地域

14：00～
愛媛マンダリンパイレーツ公式戦  
VS高知ファイティングドッグス  

坊っちゃん
スタジアム

14：30～16：30 絵本の読み聞かせ 御荘夢創造館

16：00～
愛媛FC公式戦VS

横浜FC
ニンジニア
スタジアム

22 日
14：00～15：00

作って遊ぼう
（幼児親子対象）

御荘夢創造館

14：00～16：00 学校統廃合公開懇談会 御荘文化センター

29 日
13：30～15：45 環境フォーラム 御荘文化センター

19：00～
愛媛FC公式戦VS
アビスパ福岡

ニンジニア
スタジアム

７月

5 土 9：30～15：00 愛南ウォッチング 正木地域

6 日 9：30～16：30
第18回南レクグラウンド
ゴルフ愛媛大会

南レク城辺
野球場

10 木 19：30～21：00 人権・同和教育基礎講座 御荘文化センター
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 お知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会・
さくらんぼの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月 １２：００～１７：００
火・木   ８：００～１３：００

園庭・保育室開放 水・金   ８：００～１７：００

育児（電話）相談
月～金   ８：００～１７：００
土   ８：００～１２：００

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   ８：００～１３：００ ●20㈮・27㈮は夢創造館で実
施します。時間（9:00～14:00）
●今月の出張ひろばは10日㈫
です。お子様を連れてお気軽に
遊びに来てください。

園庭・ホール開放 火・木   ８：００～１３：００
育児（電話）相談 月～金   ８：００～１７：３０

出張ひろば「こあら」出張場所：西海支所２階 サークル活動 第２火曜   ９：３０～１１：３０

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   ９：３０～１６：３０
●わんぱく広場は11日㈬
10:00～11:30に城辺保健福祉
センターで行います。
（要予約：こぶたの広場）

船越
保育園

はまゆう
保育所

小成川
保育園

城辺
幼稚園
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に け ー し ょ ん

4/30

淡いピンクが映える篠山
　篠山山頂に群生するアケボノツツジ
を一目見ようと、多くの登山客(4/25～
5/6、約2,300名)が訪れました。今年の
アケボノツツジは、昨年に比べ、多く
の花が咲き、訪れた登山客も、愛らし
いピンク色の花びらを背に、満足そう
に記念撮影をされていました。

5/13        早乙女姿で、
田植えを体験!
　柏地区自治会(中村
威
い く お

久男会長)が、20回目
となる「お田植え祭り」
を行いました。当日は、
地区役員や艶やかな早
乙女姿に変身した柏小
学校の女子児童、17名
(4年生から6年生の女
子)が金峯神社で豊作
を祈願した後、近くの
田んぼで足を取られな
がらも、慣れない手つ
きで田植えを体験しま
した。

4/27 青色パトで、町の安全を守ろう!
　愛南警察署で、8校の子ども見守り隊、計36名が
出席して「青パト子ども安全パトロール出発式」が
行われました。この日、愛南地区防犯協会から18台
に青色回転灯が貸与され、参加者を代表して岡澤エ
ディさんにパトロール実施者証が授与されました。
　現在、町内には、20団体、計40台の青色回転灯を
設置した青色パトロールカーがあります。今後も「地
域の安全は、地域で守る」をスローガンに、安全に暮
らせ、安心できる愛南の暮らしづくりに努めてほしい
と思います。

4/27　　　篠南の
こいのぼりを見においで
　正木地区と宿毛市山北地区と
の絆を結ぶ、恒例の「県境のこい
のぼり渡し」が架けられました。当
日は、正木保育所母親クラブと篠
山クラブ、約80名が、谷間を渡した
200mのワイヤーに、大小のこいの
ぼりを取り付けていました。作業
終了後は、園児も上空を勢いよく
泳ぐこいのぼりに、手を伸ばし大
喜びの様子でした。（4/27～5/16）
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愛 南 こ み ゅ
4/6　　　素晴らしい景色と心地よい
春風を感じたよ!

4/14 交通マナーを守ります!
　正しい交通マナーを身につけ、交通事故を防
止しようと、城辺小学校で「親子交通安全教室」
が行われ、愛媛県警のヘリコプター、白バイ、パト
カー等の警察車両に乗ったり、警察音楽隊の演
奏を聴いたりと、楽しみながら交通マナーを学ぶ
機会となりました。
　当日は、仮設の横断歩道での歩行者や、自転
車の渡り方について、警察官から指導を受けまし
た。また、ダミー人形を使った事故の再現では、交
通事故の怖さを痛感したようでした。

4/22　　　海
み ん と

人を見て、
癒されますよ!
　現在、町内には、7件の
農漁家民宿が平成19年4
月から開業しています。そ
の中で、漁家民宿「海

み ん と

人」
を経営されている前田
アイ子さんをご紹介しま
す。偶然にも、取材に伺っ
た日は、愛媛大学南予水
産研究センター所長の山
内皓

こ う へ い

平先生が宿泊されて
おり、山内先生は「民宿という表現からは、イメージ
できない素晴らしい建物の宿。また、刺し身や煮つ
けなどの魚料理も美味しかった」と、大満足の様子
でした。
　前田さんは「私は、必ず、宿泊される方に食べた
い料理を聞くことにしている。海の恵みを受けて暮
らす私たちの日常を体験してほしい」と話されてい
ました。この「海

み ん と

人」では、ブリの養殖場の見学や魚
の下ろし方等の魚料理を学ぶことができます。宿泊
等、詳しくは、前田さん(TEL72-1400)に問い合わせ
ください。

4/26

みんなで楽しく、あまなつコンサート!
　ストックハウス平山寮で「第13回あま
なつコンサート」(南宇和障害者の社会
参加を進める会が主催)が行われ、愛
媛ブラスアンサンブルや町少年少女合
唱団、菊田朱

あ け み

美さんがボーカルを務め
る「テノヒラ」を含め7団体が出演しまし
た。当日は、フラメンコや素晴らしい歌
声、楽器の演奏に、参加者も大きな拍
手を送っていました。また、御荘中学校
生徒は、事前の会場準備や当日の吹奏
楽部の演奏、バザー等、大活躍をして
いました。

　南レク城辺公園大森山桜園で、Jカードかつ
おくん(城辺商店街振興会)主催の「春のお楽し
みウォーキングラリー」が開催され、30名の方が
参加されました。当日は好天に恵まれ、久良湾
を吹き上げる心地よい春風を肌に感じながら、

約5kmのコースを参加者全員が完歩されました。まだ、参加されたことのない方は「Jカードかつ
おくん」のポイントを貯めて、是非、参加してください。なお、この事業は、消費者との交流を図
り、城辺商店街の振興をめざそうと行われています。

山内先生と前田さん

熱唱する菊田朱
あ け み

美さん
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ラ
ン
ド

アイ・あい・愛
ラ
ン
ド

アイ・あい・愛
　

宇
和
島
市
津
島
町
の
南
レ
ク
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
「
第
8
回
南
レ
ク
わ
ん
ぱ
く
サ
ッ
カ
ー
大
会
」（
3
年

生
以
下
）
で
、
城
辺
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
が
、
見
事
、
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

や
っ
た
あ
、
優
勝
だ
!

4/
　6

1 位 船越スポーツ少年団

優勝 城辺少年サッカークラブ

　

南
レ
ク
御
荘
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
第
46
回
南
宇
和
ジ
ュ
二
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
が
行
わ
れ
、
各
地
区
か
ら
計
7
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
優
勝
し
た
船
越
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
5
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
全

日
本
ジ
ュ
二
ア
選
手
権
県
予
選
に
出
場
し
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

1
位 

船
越
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

2
位 

柏
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
好
き
!

4/
　13

　

南
レ
ク
城
辺
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
第
27
回
南
レ
ク
ジ
ュ
二
ア
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー

大
会
」
が
行
わ
れ
、
遠
く
は
大
阪
や
大
分
か
ら
、
計
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
満
開
の

桜
を
背
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
城
辺
中
2
年
の
松
比
良 

健け

ん

と人
く

ん
が
、
ベ
ス
ト
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
上
位
入
賞
チ
ー
ム
と
町
内
チ
ー
ム
の
み
掲
載
】

1
位 

F
C
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
（
大
阪
）、
2
位 

尼
崎
東
ミ
ュ
ー
ト
ス
（
大
阪
）

9
位 

城
辺
中
学
校
、
10
位 
御
荘
中
学
校
、
12
位 

一
本
松
中
学
校

南
宇
和
サ
ッ
カ
ー
の
向
上
を
め
ざ
し
て

4/
　1～3

　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
、
「
平
成
20
年
度
愛
南
町
御
荘
B
&
G
海
洋
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
説
明
会
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
行
わ
れ
、
各

地
域
か
ら
67
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
活
動
初
日
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
吹
き
矢
を
使
っ
た
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
や
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
等
、
計
9
種
類
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
後
、
ク
ラ
ブ
員
は
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
、
一
年
を
通
じ
て
様
々
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

海
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
ぼ
う
!

4/
　20
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元気いっぱい！元気いっぱい！
南
宇
和
剣
道
会
長
賞 

小
学
生  

山
﨑
慎し

ん

ご悟
（
三
間
剣
道
会
）　

中
学
生  

川
田
紘ひ

ろ

ゆ

き之
（
宿
毛
東
中
学
校
）

剣
道
を
通
じ
た
人
間
形
成
を
め
ざ
し
て

5/
　5

 

一
本
松
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
で
、
節
目
と
な
る
「
第
30
回
記
念
一
本
松
少
年
剣
道
大
会
」
が
行
わ
れ
、
遠
く
は
広

島
県
や
香
川
県
か
ら
90
チ
ー
ム
、
5
5
0
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
選
手
の
大
き
な
掛
け
声
と
と
も

に
、
ぶ
つ
か
り
合
う
竹
刀
の
音
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
上
位
3
位
ま
で
の
本
町
選
手
の
み
掲
載
】

個
人
戦
の
部

○
小
学
生
男
女
1
・
2
年
生
の
部　

1
位 

藤
田
脩し

ゅ

う

と人
（
深
浦
）
2
位 

藤
田
治は

る

き希
（
深
浦
）

○
小
学
生
男
子
3
年
生
の
部　
　

 

2
位 

二
神
啓け

い

（
一
本
松
）
3
位 

市
原
稔と

し

ひ

ろ大
（
平
城
）           

○
小
学
生
男
子
4
年
生
の
部　
　

 

2
位 

本
田
遼

り

ょ

う

す

け佑
（
平
城
）　

3
位 

山
口
真な

お

き生
（
久
良
）

○
小
学
生
男
子
5
年
生
の
部　
　

 

3
位 

二
神
大ひ

ろ

や也
（
一
本
松
） 　

3
位 

岩
村
隆

り

ゅ

う

せ

い成
（
一
本
松
）

○
小
学
生
男
子
6
年
生
の
部　
　

 

2
位 

羽
田
大ひ

ろ

の

り徳
（
一
本
松
）

○
小
学
生
女
子
3
・
4
年
生
の
部　

2
位 

二
神
明あ

す

み

日
美
（
一
本
松
）　

3
位 

山
本
純

じ

ゅ

ん

（
篠
南
）

○
小
学
生
女
子
5
・
6
年
生
の
部　

1
位 

久
德
真ま

こ子
（
城
辺
）　

3
位 
佐
野
華か

お

り織
（
平
城
）　

3
位 

松
田
華か

な

え苗
（
城
辺
）

○
中
学
生
男
子
1
・
2
年
生
の
部　

3
位 

西
山
翔し

ょ

う

ま舞
（
一
本
松
）

○
中
学
生
女
子
の
部　
　
　
　
　

 

1
位 

本
田
麻ま

い衣
（
一
本
松
中
）　

2
位 

上
田
悠ゆ

う

き貴
（
城
辺
中
）　

3
位 

中
谷
真ま

こ子
（
城
辺
中
）

団
体
戦
の
部

○
小
学
生
団
体
低
学
年
の
部　

1
位  

深
浦
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A　

2
位  

一
本
松
剣
道
会

○
中
学
生
団
体
女
子
の
部　
　

2
位  

一
本
松
中
学
校

　

ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
で
「
平
成
20
年
度
愛
媛
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
、
本
町
選
手
が
上
位
入
賞
等
の
活
躍
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
1
位
入
賞
の
本
町
選
手
の
み
掲
載
】

○
男
子
1
0
0
m
（
4
・
5
年
の
部
） 

1
位 

吉
良
将

し

ょ

う

へ

い平
（
菊
川
小
5
年
）

○
女
子
1
0
0
m
（
4
・
5
年
の
部
） 

1
位 

宮
本
真ま

い衣
（
一
本
松
小
5
年
）

○
4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー 

1
位 

佐
野
華か

お

り織
、
吉
田
遥は

る

か香
、
小
田
原
瑞み

ず

き希
（
以
上
、
平
城
小
6
年
）

                                      

宮
本
真ま

い衣
（
一
本
松
小
5
年
）

陸
上
競
技
で
好
成
績
!

4/
　27

吉良将
しょうへい

平くん

左から宮本真
ま い

衣さん、吉田遥
は る か

香さん、小田原

瑞
み ず き

希さん、佐野華
か お り

織さん
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心配ごと相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ６月１４日・２５日
　午後２時～４時
　御荘老人福祉センター

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）へ問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児
童委員が相談をお受けし
ます。（事前予約が必要）
  ７月８日
　午後２時～４時　
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

「
愛
南
町
学
校
統
廃
合
公
開
懇
談
会
」開
催
の
お
知
ら
せ
！

学
校
教
育
課
か
ら

◆
西
海
俳
句
会

耳
と
お
く
な
り
て
花
見
の
輪
の
外
に

花
の
下
親
に
す
が
り
て
新
入
生　

泊
舟

日
展
へ
絵
を
描
く
兄
や
花
粉
症　

吉
田　

朝
子

女
教
師
に
な
る
夢
孫
と
春
野
行
く　

利
根
早
智
江

象
の
鼻
の
び
に
の
び
た
り
花
盛
り　

吉
田　

寅
恵

加
茂
川
の
花
触
れ
ん
ば
か
り
や
京
に
入
る　

吉
田　

弘
定

◆
御
荘
俳
句
会

空
海
の
修
行
の
洞ほ

窟ら

の
滴
た
れ
り　

尾
崎　

松
恵

浪
音
や
椿
ち
ら
ほ
ら
通
り
抜
け　

菊
池　

静
子

石
積
に
の
ぞ
き
窓
あ
り
卯
波
か
な　

加
洲
勢
津
子

木
蓮
や
夜
目
に
も
白
き
風
を
呼
び　

山
本　

金
子

外と

つ
国く
に

の
煙
草
に
む
せ
て
天
の
川　

島
津　

三
甫

◆
檳
榔
子

花
吹ふ

雪ぶ
き

交
通
茶
屋
の
開
か
れ
し　

山
口　
　

菫

風
光
る
航
跡
湖う
み

を
二
分
せ
り　

浜
野　

康
子

牡
丹
の
蕾
に
触
る
る
優
し
き
手　

山
口　

和
子

早
苗
田
や
児
を
乗
せ
帰
る
猫
車　

小
島　

泰
子

廃
校
の
庭
に
降
り
ふ
る
桜

さ
く
ら
し
べ
蕊　

吉
田　

朝
子

春
暁
の
と
き
の
彼
方
の
浅
き
夢　

大
西　

邦
彦

桜
蕊
降
る
や
間
違
い
電
話
き
て　

若
林
八
重
子

散
る
花
を
包
む
両
の
手
空
へ
開
き　

三
好
ミ
キ
ヱ

桜
蕊
散
る
果
せ
ぬ
こ
と
の
多
か
り
し　
　
　

吉
田
モ
ミ
ヱ

売
れ
残
る
靴
の
出
店
や
花
の
昼　

工
藤
ミ
ヱ
子

桜
蕊
降
る
言
え
ぬ
悔
言
は
ぬ
悔　

山
岡　

桑
史

◆
御
荘
短
歌
会

車
椅
子
の
亡つ

夫ま

が
通
り
し
ス
ロ
ー
プ
の
道
を
枯
葉
が
風
に
吹
か
る
る　

市
川
コ
マ
ヱ

雨
の
中
庭
の
八
ッ
手
の
黒
き
実
を
啄
み
て
ゆ
く
鵯
一
羽　

佐
藤　

久
子

母
逝
き
て
野
に
か
え
り
ゆ
く
裏
畑
に
雉
子
の
親
子
の
見
え
隠
れ
す
る　

宮
下
喜
久
子

昨よ

夜べ

の
雨
め
ぐ
み
の
如
く
ふ
り
足
り
て
子
は
代
掻
く
と
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
る　

斉
藤
ト
ミ
子

彼
岸
き
て
父
に
供
物
を
そ
な
え
つ
つ
草
取
る
姿
の
想
い
だ
さ
れ
る　

西
﨑
ふ
み
え

満
開
の
桜
並
木
を
く
だ
り
ゆ
く
遍
路
の
笠
花
散
り
や
ま
づ　

高
橋
千
代
子

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
に
よ
り
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
、

学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん

な
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
「
放
送
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
０
８
」
（
６
／
21
・

22
、
７
／
５
・
６
、
時
間
は
、
10
時
か
ら
17
時
）も
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
次
の
と
お
り
平
成
20
年
10
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
愛
媛

学
習
セ
ン
タ
ー（
℡
０
８
９
―

９
２
３
―

８
５
４
４
、

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
募
集
学
生
の
種
類

教
養
学
部

　

愛
南
町
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
統
廃
合
検
討
委
員
会
か
ら
の
「
愛
南

町
学
校
統
廃
合
に
関
す
る
答
申
」
を
受
け
「
愛
南
町
学
校
統
廃
合
に
関
す

る
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
学
校
統
廃
合
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、
学
校
統
廃
合
を
進
め
る
上
で
、
保
護
者
を
含
む
住
民
の
皆
さ
ん

と
の
懇
談
を
深
め
、
統
廃
合
に
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
次
の
と
お
り
「
愛
南
町
学
校
統
廃
合
公
開
懇
談
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
懇
談
会
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

６
月
22
日（
日
）
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

共
催　

愛
南
町
教
育
委
員
会
・
愛
南
町
学
校
統
廃
合
を
考
え
る
会

内
容　

学
校
統
廃
合
に
関
す
る
経
過
報
告
や
、
質
疑
応
答
、
意
見
交
換
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

科
目
履
修
生

（
６
ヵ
月
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　
　

選
科
履
修
生

　
　

（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　
　

全
科
履
修
生

　
　

（
４
年
間
以
上
在
学
し
、
卒
業
を
め
ざ
す
）

　

大
学
院

修
士
科
目
生

（
６
ヵ
月
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

修
士
選
科
生

　
　

（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
出
願
期
間

　

６
月
15
日
〜
８
月
31
日

○
資
料
請
求（
無
料
）・
問
い
合
わ
せ

〒
７
９
０
―

０
８
２
６　

松
山
市
文
京
町
３
（
愛
媛

大
学
内
）
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

県立南宇和病院から

（４月受付分）

（４月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう
「糖尿病教室」開催のお知らせ！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

※血糖測定も実施しています。

●問い合わせ

詳しくは、県立南宇和病院内科外来（℡７２－１２３１）に

ご連絡ください。

県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

　県立南宇和病院　医監小児科部長 

細井 　進
すすむ

  先生

　４月に着任してきた細井です。昭和50

年、京都大学を卒業してから小児科医とし

て、主に気管支喘息やアトピー性皮膚炎な

どのアレルギー疾患の子供たちの治療を

行ってきました。今まで、近畿地方の病院

で働いてきましたが、今回、縁あって愛

南町にやって来ました。前任地の兵庫県赤穂市から、時々愛南

町に来ていましたが、自然に恵まれ、温暖な気候の地域で、い

つかは転居したいと思っておりました。そんな折、偶然、イン

ターネットで愛南町の住宅を知り、K氏が丹精を込めて作られ

た庭が非常にすばらしく、直ぐに購入しました。当初は、３年

後に来る予定でしたが、愛媛県立中央病院前院長の上田先生に

お願いして南宇和病院に来ることが出来ました。小児科医は私

一人ですが、愛媛大学小児科教室、県立中央病院、地域医師会

の先生方のご協力を得て、33年間の臨床経験を生かしてがん

ばりたいと思っていますのでどうか宜しくお願いいたします。

日　　時 内 容

６月12日（木）
13時30分～
14時30分

糖尿病の
基礎知識

効果的な運
動をしよう

食事療法の基本

６月26日（木）
13時30分～
15時

目と
網膜症に
ついて

目で見
る糖尿
病

体操
生活習慣は
今からでも
変えられる

自分に
あったエ
ネルギー

７月11日（金）
14時～15時

特別講義　糖尿病とは

７月17日（木）
13時30分～
15時

自分の足
を知りま
しょう

足の手入れ
をしましょ
う

体操
どんな
薬があ
るの

献立作
成のひ
と工夫

７月24日（木）
13時30分～
14時30分

透析に
ならない
ために

体操
糖尿病元気で
長生きする方法

それで足りて
る水分補給の
落とし穴

　県立南宇和病院では、糖尿病に関心のある方を対象

に、以下のとおり糖尿病教室を開催します。皆さん、気

軽にご参加ください。



愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

愛は南から
編 集 後 記

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211　FAX（0895）72-1214　HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

　今号では、何といって
も「隆祥産業の進出と愛
南コールセンターの開設」
が、明るい重大ニュース
だと思います。公共事業
の減少や景気の低迷等、
あまり明るい話題があり
ませんでしたが、曇り空
からさす太陽の光のよう
に、明るく温かい気持ち
になる出来事だと思いま
す。やはり、人が増える
ということは、何事にも
変えがたい喜びであり、
様々な面で活気が生まれ
てくると思います。今後
は、二つの企業の事業展
開に注目をしていきたい
と思います。
　さて、世の中、いいこ
とばかりでもないようで、
先般、ある方から、道徳
心のない行いをする方に
嘆かれたというお手紙を
いただきました。最近、
若い世代を中心に、日本
人のモラルの低下が叫ば
れていますが、人として
恥ずべき行動とは、どん
なことなのか、どういう
行動が美しくて正しいの
か。真剣な議論の場が必
要だと感じました。
　私は「地域の一員とし
て、地域に貢献する行動、
生き方をする」というの
が、必要不可欠な考え方
だと思っています。個が
連動、連携してこそ、地
域社会の存在価値が高ま
ります。
　できれば、互いに優し
い言葉をかけあうことか
ら始めていければと願っ
ています。

　御荘菊川で柑橘栽培や農家民宿

「風山の里」等に取組まれている石

川良
よ し こ

子さんです。

　石川さんの育てられた「じゃが

いも」が美味しい季節を迎えまし

た。5 月末から 6 月中旬にかけ、

町内の物産販売所や愛南産直市に

出荷されるそうです。特に「赤い

じゃがいも」はサラダにあうとか。

皆さんも一度食してみてください。

愛南町の人口
（平成２０年５月１日現在）

世帯数　11,088 戸　
人口　   26,451 人
　男　   12,360 人
　女      14,091 人
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